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研 究 課 題 漸近反ド・ジッター時空における回転ブラックホールのダイナミクス 

報 
 
 

告 
 
 

の 
 
 

概 
 
 

要 

研究目的 
 

および 
 

研究概要 

AdS/CFT 対応の発見により、反ド・ジッター(AdS)時空におけるブラックホールダイナミクス

の理解が重要になってきている。しかし、AdS 時空のダイナミクスその理解は十分進んでいる

とは言えず、特に回転ブラックホールの不安定性の非線形ダイナミクスに関してはほとんど

分かっていない。本研究の目的は、回転ブラックホールの不安定性の非線形ダイナミクスを

明らかにし、その終状態を特定することである。 

研 究 
 

の 
 

結 果 

質量のない粒子が AdS 境界から発射されると、時間差を経て別の境界点に到達する。この対

応する現象が、1 次元横磁場イジング模型の動的応答として観測可能であることを理論的に示

した。これにより、実験的にホログラフィックなスピン系を実現すれば、有効的な余剰次元

の存在を検証できる可能性が示唆される。 

研 究 
の 

考 察 
・ 

反 省 

本研究では、「Spacetime-licalized response」という現象を提唱し、横磁場イジング模型にお

いてこれが実際に観測されることを示した。この現象は高次元時空の探査手法として有望で

ある。今後は有限温度効果やホログラフィックな量子ブラックホールの実験的探査が重要な

課題となる。 
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